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ぼ う さ い      夏号  ( 第6 3 号 )�

１
．東
日
本
大
震
災
の

概
要

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

東
日
本
大
震
災
は
、
２
０
１
１
年
３

月
11
日
14
時
46
分
頃
に
発
生
。
三
陸
沖

の
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
1
3
0

㎞
付
近
で
、
深
さ
約
24
㎞
を
震
源
と
す

る
地
震
で
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
は
、
１
９
５
２
年
の
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
地
震
と
同
じ
９
・
０
。
こ
れ
は
、
日

本
国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
、
ア
メ
リ

カ
地
質
調
査
所
（
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
の
情
報

に
よ
れ
ば
１
９
０
０
年
以
降
、
世
界
で

も
４
番
目
の
規
模
の
地
震
で
し
た
。

被
害
概
要

被
害
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

行
方
不
明
者
も
多
く
、
全
容
は
把
握
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
緊
急
災
害
対
策
本

部
資
料
に
よ
る
と
、
震
災
か
ら
３
ヶ

月
を
超
え
た
６
月
20
日
時
点
で
、
死

者
約
１
万
５
千
人
、
行
方
不
明
者
約

７
千
５
百
人
、
負
傷
者
約
５
千
４
百
人
。

ま
た
、
12
万
５
千
人
近
く
の
方
々
が
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

震
度本

震
に
よ
る
震
度
は
、
宮
城
県
北
部

の
栗
原
市
で
最
大
震
度
７
が
観
測
さ
れ

た
他
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、

栃
木
県
な
ど
で
は
震
度
６
強
を
観
測
。

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
約
３
ヶ
月
。
広
範
囲
に
わ
た

る
地
域
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
ま
だ
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
の
大
震
災
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

特集

堤防を乗り越えて町に押し寄せる津波
（田老町漁業協同組合　提供）
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北
海
道
か
ら
九
州
地
方
に
か
け
て
、
震

度
６
弱
か
ら
震
度
１
の
揺
れ
が
観
測
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
強
い
揺
れ
を
伴
う
余
震
が

多
数
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
象
庁
に

よ
る
と
、
４
月
７
日
に
宮
城
県
沖
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
震
度
６
強
の
余
震

を
は
じ
め
、
５
月
31
日
ま
で
に
発
生
し

た
余
震
は
、
最
大
震
度
６
強
が
2
回
、

最
大
震
度
６
弱
が
2
回
、
最
大
震
度
５

強
が
６
回
、
最
大
震
度
５
弱
が
23
回
、

最
大
震
度
４
が
１
３
５
回
観
測
さ
れ
ま

し
た
。

地
殻
変
動

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

に
よ
る
国
土
地
理
院
の
観
測
で
は
、
今

回
の
地
震
に
伴
う
地
殻
変
動
で
、
東
北

地
方
か
ら

関
東
地
方

の
広
い
範

囲
で
東
向

き
の
地
殻

変
動
が
見

ら
れ
ま
し

た
。
宮
城

県
牡
鹿
半

島
は
、
東

南
東
方

向
に
約

５
・
３
ｍ

水
平
移
動

し
、

約

１
・
２
ｍ

沈
降
。
ま

た
、
同
県

沿
岸
部
の

海
抜
０
ｍ

以
下
の
面

積
は
、
震

災
前
の

３
・
４
倍
の

56
㎢
に
な
っ

て
い
る
こ
と

な
ど
が
確
認

さ
れ
て
い
ま

す
。

未
曾
有
の

大
津
波

今
回
の
大

震
災
で
は
、

岩
手
、
宮
城
、

福
島
県
を
中

心
と
し
た
太

平
洋
沿
岸
部

を
巨
大
な
津

波
が
襲
い
ま

し
た
。

各
地
を

襲
っ
た
津
波
の
高
さ
は
、
福
島
県
相
馬

で
は
９
・
３
ｍ
以
上
、
岩
手
県
宮
古
で

８
・
５
m
以
上
、
大
船
渡
で
８
・
０
ｍ
以

上
、
宮
城
県
石
巻
市
鮎
川
で
７
・
６
ｍ
以

上
な
ど
が
観
測
（
気
象
庁
検
潮
所
）
さ

れ
た
ほ
か
、
宮
城
県
女
川
漁
港
で
14
・

８
m
の
津
波
痕
跡
も
確
認
（
港
湾
空
港

技
術
研
究
所
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

遡
上
高
（
陸
地
の
斜
面
を
駆
け
上
が
っ

た
津
波
の
高
さ
）
で
は
、
全
国
津
波
合

同
調
査
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
国
内
観

測
史
上
最
大
と
な
る
40
・
５
ｍ
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。

国
土
地
理
院
に
よ
る
と
、青
森
、岩
手
、

宮
城
、
福
島
、
茨
城
、
千
葉
の
６
県
62

市
町
村
に
お
け
る
浸
水
範
囲
面
積
の
合

計
は
５
６
１
㎢
。
こ
れ
は
、
山
手
線
の

内
側
の
面
積
の
約
９
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
同
院
が
公
開
し
た
浸
水
範
囲
概

況
図
か
ら
、
今
回
の
津
波
が
、
仙
台
平

野
等
で
は
海
岸
線
か
ら
約
５
㎞
内
陸
ま

で
浸
水
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。

�

3 月 11 日　東日本大震災の震度分布図（気象庁　提供）

（気象庁　提供）
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大
量
の
帰
宅
困
難
者
、 

液
状
化
現
象

震
度
５
強
が
観
測
さ
れ
た
首
都
圏
で

は
、
交
通
機
関
が
不
通
と
な
っ
た
た
め
、

大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。徒
歩
で
帰
宅
を
試
み
る
人
々

で
歩
道
は
大
混
雑
。
ま
た
、
帰
宅
で
き
な

か
っ
た
多
く
の
人
々
が
勤
務
先
や
駅
周
辺

あ
る
い
は
、
都
が
開
設
し
た
一
時
収
容
施

設
等
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
東
京
都

の
発
表
に
よ
る
と
、
３
月
12
日
午
前
４
時

現
在
で
、
約
９
万
４
千
人
が
都
の
関
係
施

設
や
都
立
学
校
、
区
市
町
の
一
時
受
け
入

れ
施
設
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。関

東
で
は
、茨
城
、千
葉
、東
京
、埼
玉
、

神
奈
川
の
広
い
範
囲
で
液
状
化
現
象
が

発
生
し
ま
し
た
。
重
い
マ
ン
ホ
ー
ル
が

持
ち
上
が
る
ほ
ど
の
砂
の
噴
出
や
、
家

屋
、電
信
柱
な
ど
の
傾
斜
や
沈
下
、ま
た
、

水
道
、
電
気
、
ガ
ス
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。

�

石巻市

東松島市

東日本大震災による
浸水範囲概況図

塩釜市

仙台市

名取市

岩沼市

亘理町

山元町

新地町

相馬市

南相馬市

多賀城市

七ヶ浜町

宮
城
県

福
島
県

10km

浸水範囲

（出典　国土地理院）

東日本大震災の概要
発生日時 2011 年 3月 11 日 14 時 46 分頃

震源 三陸沖（北緯 38.1 度、東経 142.9 度、牡鹿半島の東南東
130㎞付近）
深さ約 24㎞

震度 震度７	 宮城県北部
震度６強	 	宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、

茨城県北部・南部、栃木県北部・南部
震度６弱	 	岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、	

福島県会津、群馬県南部、埼玉県南部、	
千葉県北西部

死者 15,467 名

行方不明者 7,482 名

負傷者 5,388 名

避難者数 124,594 名

建物倒壊 全壊 103,981 戸、半壊	96,621 戸、一部損壊	371,258 戸

被災者の救助活動状況 救出等総数 26,707 名

部隊派遣等の状況
（これまでに派遣された人員、
対応勢力総数）

警察庁	 広域緊急援助隊等　約 51,600 名
消防庁	 緊急消防援助隊　約 28,620 名
海上保安庁	 	特殊救難隊等1,792名、巡視船艇等5,284隻、

航空機 1,869 機、
防衛省	 自衛隊等の最大派遣規模　約 107,000 名
厚生労働省	 	6 月 20 日現在の活動チーム数：医師等の

派遣 38 チーム、保健師派遣 101 チーム

（出典　6 月 20 日 17：00 現在　首相官邸　緊急災害対策本部発表）
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２
．
各
地
の
状
況

�

岩手県宮古市

宮城県気仙沼市

福島県相馬市

千葉県浦安市で起きた液状化現象
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復
旧
・
救
援
活
動

最
大
時
10
万
人
規
模
の
隊
員
が
派
遣

さ
れ
た
自
衛
隊
を
は
じ
め
、警
察
、消
防
、

海
上
保
安
庁
等
か
ら
も
多
数
の
隊
員
や

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
、
被
災
地

で
の
捜
索
活
動
や
救
援
・
復
旧
支
援
活

動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

�

岩手県立宮古病院の災害対策本部で活動中の
横浜労災病院災害派遣医療チーム（DMAT）

（労働者健康福祉機構　提供）

捜索活動を行う自衛隊隊員（宮城県亘理郡山元町）（防衛省ホームページより）

緊急消防援助隊による消火活動
（宮城県気仙沼市西みなと町付近）（東京消防庁　提供）

警備犬を使った捜索・救助活動（警視庁ホームページより）

岩手県島越漁港で捜索を行う巡視船「おき」・「でじま」潜水士 
（海上保安庁ホームページより）



ぼ う さ い      夏号  ( 第6 3 号 )

３
．
政
府
の
対
応

３
月
11
日

14
時
50
分　

政
府
は
、
発
災
直
後
に
官
邸
対
策
室
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
参
集
チ
ー
ム
を
招
集
し
ま
し

た
。
ま
た
同
時
刻
、
総
理
大
臣
か
ら
、「
①
被
災
状
況
の

確
認
、
②
住
民
の
安
全
確
保
、
早
期
の
避
難
対
策
、
③

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
交
通
網
の
復
旧
、
④
住
民
へ

の
的
確
な
情
報
提
供
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
」
と
の
指

示
が
あ
り
ま
し
た
。

15
時
14
分　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

災
害
の
応
急
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る

た
め
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

同
法
制
定
以
来
初
め
て
、
内
閣
総
理
大

臣
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
災
害
対
策
本

部
が
閣
議
決
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

15
時
37
分　

第
１
回
緊
急
災
害
対
策
本

部
会
議
が
開
催
さ
れ
、
災
害
応
急
対
策

に
関
す
る
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
政
府
が
地

方
自
治
体
と
緊
密
に
連
携
し
、
被
災
者

の
救
援
・
救
助
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

応
急
活
動
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

発
災
当
日
に
は
、
さ
ら
に
２
回
の
緊

急
災
害
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
首
都
圏
で
は
、
地
震
直
後
か

ら
全
て
の
鉄
道
が
運
行
を
見
合
わ
せ
、

多
数
の
帰
宅
困
難
者
が
駅
に
滞
留
す
る

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
19
時

23
分
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
緊
急
災
害
対
策
本
部

会
議
の
後
、
官
房
長
官
か
ら
帰
宅
困
難
者
の
対
策

に
つ
い
て
の
指
示
が
あ
り
、
東
京
都
を
中
心
に
、

首
都
圏
に
所
在
す
る
国
の
施
設
等
を
、
帰
宅
困
難

者
の
一
時
滞
在
施
設
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
な
ど

の
対
応
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
時
42
分　

現
地
の
被
害
状
況
を
詳
細
に
把
握
す

る
た
め
、
内
閣
府
副
大
臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調

査
団
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
12
日

前
日
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
12
日
６
時
に
、
内
閣

府
副
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
災
害
現
地
対
策
本
部

が
宮
城
県
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
岩
手
県
、

福
島
県
に
も
政
府
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
現

地
連
絡
対
策
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
対
策
本
部

は
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
被
災
地
に
お
い
て
機
動
的
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
災
害
対
策
本
部
が
行
っ

て
い
る
災
害
応
急
対
策
に
対
し
て
、
政
府
と
し
て
最
大

限
の
支
援
、
協
力
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�

避難所で被災者から話を聞く松本防災担当大臣（中央）（宮城県牡鹿町）

緊急災害現地対策本部（宮城県）
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津
波
に
よ
り
、
役
場
の
機
能
が
失

わ
れ
た
と
こ
ろ
や
孤
立
者
が
多
数
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
発
災
翌
日
の
３
月

12
日
の
第
６
回
緊
急
災
害
対
策
本
部

会
議
に
お
い
て
は
、
総
理
大
臣
か
ら
、

人
命
救
助
に
関
し
て
自
衛
隊
の
部
隊

の
積
極
的
投
入
や
地
方
自
治
体
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す
る
よ
う
に
と
の

指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
17
日

発
災
か
ら
１
週
間
と
な
る
３
月
17

日
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
12
回
に
わ
た

る
緊
急
災
害
対
策
本
部
会

議
に
お
い
て
、
応
急
対
策

を
推
進
す
る
た
め
の
総
合

調
整
が
進
め
ら
れ
、
ま
た

災
害
救
助
法
・
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
の
適
用
や

激
甚
災
害
・
特
定
非
常
災

害
の
指
定
、
物
資
支
援
に
係
る
予
備
費
使
用
な

ど
の
緊
急
的
な
対
応
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
緊
急
災
害

対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
は
、
今
後
の
被
災
者

の
生
活
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
本
部
の
下
に
「
被
災
者
生
活
支
援
特
別
対

策
本
部
」
を
置
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
緊

急
災
害
対
策
本
部
内
の
事
案
対
処
班
が
担
っ
て
い
た
地

方
公
共
団
体
で
実
施
す
る
被
災
者
に
対
す
る
物
資
の
調

達
や
輸
送
、
広
域
医
療
搬
送
や
海
外
か
ら
の
支
援
受
け

入
れ
な
ど
の
ほ
か
、
各
省
庁
を
横
断
す
る
様
々
な
支
援

施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�

被災地で関係者から説明を受ける 
阿久津内閣府大臣政務官（左から 2 人目）

（宮城県石巻市）

建設が急ピッチで進められている仮設住宅（社団法人プレハブ建築　提供）

被災地を視察する東内閣府副大臣（右端）（岩手県宮古市）
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４
．
海
外
か
ら
の
支
援

数
多
く
の
支
援

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
た
め
の
支
援
活
動
の
輪
は

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
に
対
し
、

世
界
各
国
・
地
域
及
び

国
際
機
関
か
ら
お
見
舞

い
や
応
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
相
次
い
で
送
ら
れ

て
き
た
ほ
か
、
５
月
30

日
現
在
、
1
5
9
カ

国
・
地
域
及
び
43
国
際

機
関
か
ら
支
援
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

55
カ
国
・
地
域
・

機
関
か
ら
は
救
援
物

資
が
、
81
カ
国
・
地

域
・
機
関
か
ら
は
寄

附
金
が
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
28
カ

国
・
地
域
・
機
関
か

ら
救
助
隊
が
派
遣
さ

れ
、
被
災
地
で
救
援

活
動
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
は
、
特
例
で
、

日
本
の
医
師
免
許
を
持

た
な
い
外
国
人
医
師
に

よ
る
医
療
支
援
活
動
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、

既
に
医
療
支
援
チ
ー
ム

が
来
訪
し
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

「Pray for Japan

」

（
日
本
の
た
め
に
祈
り

10

マーシャル諸島では、日の丸をかたどったアクセサリー販売による募金活動が行われた（外務省ホームページより）

アメリカ軍上陸用舟艇（LCU）による物資輸送（宮城県気仙沼 - 大島間）（防衛省ホームページより）



ぼ う さ い      夏号  ( 第6 3 号 )

を
）、「I Love Japan

」、「
私
た
ち
の
心
は
日
本
の
人
々

と
共
に
」。
暖
か
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
世

界
中
で
一
般
市
民
が
被
災
地
の
た
め
に
積
極
的
に
支
援

活
動
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
追
悼
式
典
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
救
援
物
資
や
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
モ
ダ
チ
作
戦

ア
メ
リ
カ
軍
は
、「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
と
名
付
け
た

被
災
地
支
援
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

震
災
当
日
の
11
日
夜
、
外
務
大
臣
か
ら
駐
日
米
国
大

使
へ
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
支
援
の
要
請
が
正
式
に

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
海
軍
・
海

兵
隊
・
空
軍
・
陸
軍
も
連
携
し
た
大
規
模
な
支
援
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

最
大
時
に
は
１
万
６
千
人
を
超
す
人
員
が
支
援
活
動

に
参
加
し
た
ほ
か
、
15
隻
の
艦
船
、
１
4
０
機
の
航
空

機
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。

行
方
不
明
者
の
捜
索
救
助
活
動
や
仙
台
空
港
の
復

旧
支
援
、
ま
た
、
大
量
の
救
援
物
資
の
搬
入
や
瓦
礫

の
撤
去
、被
災
施
設
の
清
掃
、鉄
道
の
復
旧
支
援
な
ど
、

自
衛
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
た
被
災
者
の
方
た
ち

と
協
力
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま

し
た
。

５
．
避
難
所
・
避
難
者

自
治
組
織

６
月
20
日
時
点
で
、
約
12
万
５
千
人
の
方
々
が
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
避
難
所
生
活
の

中
、
各
地
で
被
災
者
に
よ
る
自
治
組
織
づ
く
り
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
避
難
所
で
は
、
食
料
の
分
配
や
ゴ
ミ
の

分
別
な
ど
で
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
町
村
職
員
の
多
く
も
被
災
し
て
お
り
、
避
難
所
を
と

り
ま
と
め
る
人
員
が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
被
災
者
の
中
か
ら
自
発
的

に
自
治
組
織
づ
く
り
の
動
き
が
起
こ
っ

た
の
で
す
。

被
災
者
を
い
く
つ
か
の
班
に
分
け
て
、

補
給
物
資
の
配
給
や
炊
き
出
し
、
ト
イ
レ

掃
除
な
ど
を
当
番
で
行
う
。
定
期
的
に

開
か
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
情
報

や
課
題
の
共
有
を
行
う
。
ま
た
、
町
の

体
育
委
員
長
や
保
健
師
が
音
頭
を
と
り
、

毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
避
難
所
も
あ

る
そ
う
で
す
。

地
域
社
会
の
ま
と
ま
り
が
復
活
す
る

こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
す
る
だ
け

で
な
く
、
役
割
分
担
を
持
つ
こ
と
が
避

難
所
生
活
で
の
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

学
生
、
子
ど
も
の
活
躍

避
難
所
で
自
発
的
に
行
動
を
起
し
た

の
は
大
人
た
ち
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
避
難
所
の
皆
を
助
け
よ
う
と
、
力
仕

事
や
ト
イ
レ
掃
除
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
率
先
し
て
取
り
組
む
中
学
生
や
高

校
生
。
地
域
の
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
卒
業
生
た
ち
の
姿
も

数
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
大
人
た
ち
を
元
気

づ
け
よ
う
」
と
避
難
所
で
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介

す
る
壁
新
聞
を
毎
日
発
行
す
る
小
学
生
・
中
学
生
の
グ

ル
ー
プ
も
。
子
ど
も
た
ち
も
各
地
の
避
難
所
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

11

避難所の様子（宮城県気仙沼市）
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６
．
支
援
活
動

支
援
活
動
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

情
報
を
収
集
し
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
を
少
し
ず
つ

始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
被
災
地
に
は
、
息
の

長
い
支
援
が
必
要
で
す
。

「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」

「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」
と
は
、
東
日
本
大
震
災
発

生
を
き
っ
か
け
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
内
閣
官
房
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携

室
と
連
携
し
、
現
地
か
ら
の
情
報
提
供
を

受
け
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
救
援
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

複
数
の
社
会
人
・
学
生
有
志
、
企
業

の
協
力
の
も
と
運
営
さ
れ
て
お
り
、
現

在
、「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
東
京
都
港
区
）

を
中
心
に
、
情
報
収
集
・
発
信
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

同
サ
イ
ト
で
は
、
政
府

や
自
治
体
、
交
通
機
関
か

ら
の
最
新
情
報
や
、
被
災

地
の
方
に
向
け
た
生
活
情

報
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参

加
方
法
や
支
援
物
資
・
寄

付
の
受
付
先
な
ど
、
被
災

地
の
方
と
被
災
地
外
で
支

援
を
考
え
て
い
る
方
ど
ち

ら
に
も
役
立
つ
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

既
に
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
態
勢
も
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
発
表

に
よ
る
と
、
災
害
ボ
ラ
ン

12

ボランティア活動の主な注意点
１. 被災者中心の活動
被災者の方の気持ちやペースに合わせて活動することが大事です。例えば、壊れた家屋や廃棄するものも、
家族にとっては大切な思い出の品です。取扱いには十分配慮しましょう。

２．十分な準備
往復の交通手段はもちろん、自分の水や食料、着替え、雨具やゴム手袋、長靴などの装備類も持参が必要です。
状況によっては寝袋が必要な場合もあるでしょう。
ボランティア保険は、居住地（又は出発地等）の社会福祉協議会で加入しておけば、被災地で関係者の手

続きの負担軽減だけでなく、被災地までの移動中におきる事故も補償対象となるので安心です。

３. 事前に情報確認
被災地の状況は随時変化しています。現地で求められている活動内容、必要な装備については、事前に、ホー
ムページなどで正確な情報を確認しましょう。
全国の社会福祉協議会やNGO・NPO等が用意する「ボランティアバス」に参加して、団体として活動すれば、
現地のボランティアコーディネータの負担軽減や道路渋滞の緩和にもつながります。

http://tasukeaijapan.jp
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テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
状
況
は
、
岩
手
県 

24
ヶ
所
、

宮
城
県 

12
ヶ
所
、
福
島
県 

30
ヶ
所
な
ど
で
す
（
６
月

13
日
時
点
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
仲
介
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た

人
の
延
べ
人
数
は
、
岩
手
県
約
9
万
3
２
０
０
人
、
宮

城
県
約
２
０
万
７
６
０
０
人
、
福

島
県
約
６
万
６
６
０
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
（
６
月
５
日
時
点
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
際
は
、
事
前
に
「
助
け
あ
い

ジ
ャ
パ
ン
」
や
被
災
地
の
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
注
意
点
や
必
要
要
件
な
ど

を
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

義
援
金
と
支
援
金

募
金
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
長

期
的
な
復
興
を
視
野
に
被
災
者

に
分
配
さ
れ
る
「
義
援
金
」
と
、

今
す
ぐ
必
要
と
さ
れ
る
支
援
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

被
災
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
資
金
に
な
る「
支

援
金
」。
ど
ち
ら
も
必
要
な
お
金

で
す
。

な
お
、
募
金
を
偽
装
し
た
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

寄
付
を
す
る
際
に
も
、
正
し
い

情
報
を
調
べ
る
な
ど
の
注
意
が

必
要
で
す
。

支
援
物
資

「
ど
こ
で
、だ
れ
が
、何
を
」
必
要
と
し
て
い
る
の
か
。

物
資
の
適
切
な
送
り
方
や
送
付
先
は
、
各
都
道
府
県
や

団
体
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
（
災
害

時
に
被
災
者
へ
物
資
を
送
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て

は
、
21
頁
掲
載
の
「
防
災
Ｑ
&
Ａ
」
を
併
せ
て
ご
参
照

下
さ
い
）。

1�

ボランティアは、そろいの緑のベストを着用し、避難所で支援物資の仕分けをお手伝い（宮城県気仙沼市）

岩手県トラック協会が支援物資の荷捌き支援
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７
．
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

地
球
の
表
面
は
、
海
や
陸
な
ど
、
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
た
、
厚
さ
数
10
～
２
０
０
㎞
程
度
の
プ

レ
ー
ト
（
岩
盤
）
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
の
下
で
は
、
常
に
新
し
い
プ
レ
ー
ト
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
海
底
を
形
づ
く
る
海
の
プ
レ
ー
ト
で
、

１
年
間
に
数
㎝
の
速
さ
で
広
が
り
、
陸
地
を
形
づ
く
っ

て
い
る
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
方
へ
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

地
震
は
、
こ
れ
ら
の
プ
レ
ー
ト
が
、
周
囲
か
ら
押
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
面
を
境
と
し
て
〝
ず
れ
る
〟

現
象
で
、
プ
レ
ー
ト
の
境
界
で
は
、
プ
レ
ー
ト
ど
う
し

の
押
し
合
う
力
に
よ
っ
て
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

海
溝
型
地
震

日
本
列
島
は
、
海
と
陸
の
４
枚
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
、
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
（
海
の

プ
レ
ー
ト
）
と
北
米
プ

レ
ー
ト
（
陸
の
プ
レ
ー

ト
）
の
境
界
に
あ
た
る

水
深
６
０
０
０
m
以

上
の
深
い
溝
（
海
溝
）

で
起
き
た
「
海
溝
型
地

震
」
で
し
た
。

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

は
、
北
米
プ
レ
ー
ト
の

方
へ
年
８
～
10
㎝
程
度

の
速
さ
で
押
し
寄
せ
、

海
の
プ
レ
ー
ト
は
陸
の

プ
レ
ー
ト
よ
り
も
重
い

た
め
、
そ
の
下
へ
沈
み

込
ん
で
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
が
接
す
る

面
の
摩
擦
に
よ
り
、
海
の
プ
レ
ー
ト
は
、
陸
の
プ
レ
ー

ト
の
先
端
を
引
き
込
み
な
が
ら
沈
み
込
み
、
そ
こ
に
ひ

ず
み
が
蓄
積
し
ま
す
。

ひ
ず
み
が
限
界
に
達
す
る
と
、
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
先

端
が
一
気
に
跳
ね
上
が
り
、
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
こ

の
地
震
に
伴
い
海
水
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
今

回
の
震
災
の
よ
う
に
、
津
波
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
す
。

広
範
な
震
源
域

地
震
に
よ
る
岩
盤
の
〝
ず
れ
〟（
断
層
）
が
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
が
震
源
、
そ
し
て
、
そ
の
〝
ず
れ
〟
が
地
震

波
を
周
囲
に
発
し
な
が
ら
広
が
り
、
最
終
的
に
ず
れ
破

壊
を
生
じ
た
領
域
全
体
が
震
源
域
で
す
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
本
震
は
、
複
雑
な
か
た
ち
で
３

つ
の
巨
大
な
破
壊
が
連
続
し
て
発
生
し
た
、
極
め
て
稀

な
地
震
で
し
た
。

断
層
の
破
壊
は
、
宮
城
県
沖
か
ら
始
ま
り
、
岩
手
県

沖
の
方
向
と
、
福
島
県
・
茨
城
県
沖
方
向
に
伝
播
し
、

そ
の
震
源
域
は
、
岩
手
県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
に
か
け
て
、

長
さ
約
４
５
０
㎞
、
幅
約
２
０
０
㎞
と
広
範
囲
に
わ
た

り
ま
し
た
。

地
震
の
規
模
は
、
こ
れ
ら
震
源
域
の
複
雑
な
破
壊
過

程
を
解
析
し
た
結
果
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
さ
れ

ま
し
た
。

1�

日本周辺のプレート図

ひずみが元に戻ろうとして地震が
発生。津波を伴う場合もある

陸のプレートの先端が引きずり込
まれ、ひずみが蓄積する

海溝型地震の仕組み
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８
．
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

地
震
が
発
生
す
る
と
、
海
底
が
隆
起
あ
る
い
は
沈
降

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
海
面
が
変
動
し
、
大
き
な
波
と

な
っ
て
四
方
八
方
に

伝
播
す
る
の
が
津
波

で
す
。

津
波
は
猛
ス
ピ
ー

ド
で
襲
来

津
波
は
海
が
深
い

ほ
ど
早
く
伝
わ
り
、

水
深
が
浅
く
な
る
に

つ
れ
て
速
度
は
遅
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、

遅
く
な
る
と
は
い
っ

て
も
、
そ
の
速
度
は
、

海
岸
近
く
で
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
短
距
離

選
手
並
み
で
す
。

津
波
は
膨
大
な
力

を
持
つ

津
波
は
、
波
浪
と

は
発
生
の
仕
組
み
も
、

そ
の
力
に
も
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。

波
浪
は
、
風
の
力

で
海
面
付
近
の
海
水

だ
け
が
動
き
ま
す
が
、

津
波
は
海
底
か
ら
海
面
ま
で
の
全
て
の
海
水
が
動
く
の

で
す
。

ま
た
、
波
長
（
波
の
山
か
ら
次
の
山
ま
で
の
長
さ
）

が
長
く
、
数
㎞
か
ら
数
百
㎞
に
も
及
び
ま
す
（
波
浪
は

数
m
か
ら
数
百
m
程
度
）。
波
の
高
さ
は
同
じ
で
も
、

津
波
で
沿
岸
に
押
し
寄
せ
る
海
水
の
量
は
、
波
浪
よ
り

も
桁
違
い
に
多
く
、
す
さ
ま
じ
い
力
で
陸
上
に
流
れ
込

み
、
そ
し
て
引
い
て
い
く
の
で
す
。

津
波
は
繰
り
返
し
や
っ
て
く
る

津
波
は
、
何
度
も
押
し
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、第
一
波
の
津
波
が
一
番
高
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

津
波
が
陸
地
に
近
づ
い
て
速
度
が
遅
く
な
る
と
、
後

ろ
の
波
が
前
の
波
に
追
い
つ
き
、
複
数
の
波
が
重
な
っ

て
、
そ
の
後
繰
り
返
し
や
っ
て
く
る
波
の
方
が
高
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

地
形
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

津
波
の
高
さ
は
海
岸
付
近
の
地
形
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
大
津
波
の
よ
う
に
20
ｍ
、

30
ｍ
と
津
波
が
陸
地
を
駆
け
上
が
る
（
遡
上
す
る
）
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

岬
の
先
端
や
、
三
陸
地
方
に
特
徴
的
な
リ
ア
ス
式
海

岸
に
も
多
く
み
ら
れ
る
Ｖ
字
型
の
湾
の
奥
な
ど
で
は
、

津
波
の
力
が
集
中
し
、
局
地
的
に
高
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

1�

波 浪 津 波

津波の高さ

波の高さ

平常潮位
（津波がない場合）

波長…数m～数百m
波長…数km～数百km

（国土地理院　提供）

津波と波浪

500m

時速800km

高さ増 高さ増

高さ増

時速250km 時速100km 時速36km

100m

10m

5000m

津波の伝わる速さは、地震の規模によらず、 
海の深さで決まり、水深が浅くなるほど遅くなるため、
後ろの波が前の波に追いつき、高い津波となる。

津波の速度
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冒
頭
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
、
出
席
者
全

員
に
よ
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
指
定
公
共
機
関
の
代
表
者
委
員
、
１

月
に
就
任
し
た
４
名

の
学
識
経
験
者
委
員

が
紹
介
さ
れ
、
議
事

に
移
り
ま
し
た
。

松
本
防
災
担
当
大

臣
の
議
事
進
行
の
下
、

ま
ず
、
中
央
防
災
会
議

会
長
で
あ
る
菅
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
、
今
般

の
東
日
本
大
震
災
が
、

こ
れ
ま
で
の
中
央
防

災
会
議
に
お
い
て
想

定
し
て
い
た
地
震
を

は
る
か
に
超
え
る
規

模
と
被
害
で
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
十
分
な
備
え
が

あ
っ
た
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
も
含
め
、

防
災
対
策
の
あ
り
方

を
も
う
一
度
し
っ
か

り
と
検
証
し
、
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
阿
部
委

員
か
ら
、「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
―
東
日
本
大
震
災
―
の
特
徴
と

課
題
」
と
題
し
、
今
般
の
地
震
に
つ
い
て
、
地

震
学
の
見
地
か
ら
、
地
震
の
特
徴
や
津
波
に
よ

る
被
害
、
今
後
の
防
災
対
策
へ
の
課
題
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
議
題
（
１
））。

続
い
て
、
議
題
（
２
）
に
移
り
、
こ
れ
ま
で
の

地
震
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
、
阿
久
津
内
閣
府
大

臣
政
務
官
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
松

本
大
臣
か
ら
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、「
東

北
地
方
太
平
洋
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波

対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
を
設
置
し
て
秋
ご

ろ
ま
で
に
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
検
討
結
果
を
防

災
基
本
計
画
の
見
直
し
や
今
後
の
海
溝
型
大
規
模

地
震
の
検
討
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
の
提
案
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
議
題
（
３
））。

意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
全
国
知
事
会
災
害
対

策
特
別
委
員
長
の
泉
田
委
員
か
ら
、
事
故
災
害
と

自
然
災
害
を
全
体
的
に
と
ら
え
た
災
害
対
応
に
つ

い
て
指
摘
が
あ
っ
た
ほ
か
、
新
潟
大
学
教
授
の
田

村
委
員
か
ら
は
、
災
害
対
策
の
検
討
に
当
た
っ
て

の
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に

つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
中
央
防
災
会
議
と
し
て
、「
東
北
地

方
太
平
洋
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策

に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

中央防災会議開催

左から、枝野官房長官、菅内閣総理大臣、松本防災担当大臣

4 月 27 日、第 27 回となる中央防災会議が開催されました。

ア
ク
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ス
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回
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災
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世
界
の
防
災
関
係
者
が
集
ま
る
こ
の
防
災

G
P
会
合
は
、国
連
防
災
戦
略
事
務
局（
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
が
主
催
す
る
防
災
に
関
す
る
国
際

会
議
で
、
世
界
の
防
災
の
道
し
る
べ
で
あ
る
「
兵

庫
行
動
枠
組
２
０
０
５
-
２
０
１
５
」
の
推
進

状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。
２
０
０
７
年
、
２
０
０
９
年
に
続
い
て

３
回
目
と
な
る
今
回
は
「
よ
り
安
全
な
明
日
の
た

め
に
今
こ
そ
防
災
投
資
を
―
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で

の
防
災
投
資
の
促
進
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
合
に
は
、
パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連

事
務
総
長
ら
国
連
幹
部
の
他
、
国
家

元
首
級
な
ど
を
含
む
１
６
８
ヵ
国
、

25
の
政
府
機
関
、
65
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地

方
自
治
体
な
ど
か
ら
、
２
６
０
０
名

以
上
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
世
界
銀
行
の
主
催
す
る
世
界
復

興
会
議
が
防
災
Ｇ
Ｐ
会
合
の
一
部
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
内
閣
府
の
東
副
大
臣

（
防
災
担
当
）
が
政
府
代
表
と
し
て
出

席
し
、
そ
の
他
に
多
く
の
研
究
者
が
参

加
し
ま
し
た
。
東
副
大
臣
は
開
会
式
典

で
演
説
し
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

各
国
か
ら
の
支
援
へ
の
感
謝
、
被
災
地

の
復
興
に
向
け
た
決
意
と
共
に
、
さ

ら
な
る
国
際
防
災
協
力
の
推
進
を
表
明

し
ま
し

た
。ま
た
、

２
０
１
５

年
に
も

予
定
さ
れ
る
第
３

回
国
連
防
災
世
界 

会
議
を
日
本
に
招

致
す
る
用
意
が
あ

る
こ
と
、
大
規
模

災
害
の
経
験
を
共

有
す
る
た
め
の

国
際
会
議
を
来
年 

開
催
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。

東
副
大
臣
は
開
会
式
典
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
世
界
復
興
会
議
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
て

「
東
日
本
大
震
災
～
津
波
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
～
」
と
題
す
る
基
調
講
演
を
行
い
、
討
議
に
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
国
連
事
務
総
長
を
始

め
と
す
る
国
連
機
関
・
参
加
国
代
表
と
の
個
別
会

談
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
２
ヵ
月
後
に
開
か
れ
た
今
回

の
防
災
Ｇ
Ｐ
会
合
で
は
、
日
本
の
取
組
が
多
く
の

注
目
を
集
め
る
と
と
も
に
、
日
本
に
対
す
る
お
見

舞
い
や
連
帯
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

最
終
日
に
示
さ
れ
た
議
長
総
括
で
は
、
地
方
自

治
体
レ
ベ
ル
で
の
防
災
投
資
の
促
進
な
ど
今
後
の

国
際
防
災
の
推
進
方
策
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
東
副

大
臣
が
演
説
で
述
べ
た
２
０
１
５
年
の
国
連
防
災

世
界
会
議
の
招
致
方
針
に
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
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本会議場の様子

第３回 
防災グローバル・プラットフォーム会合が
ジュネーブで開催
2011 年 5 月 19 日（火）から 13 日（金）まで、「第３回防災グローバル・プラットフォーム会合 

（以下、防災 GP 会合）」がスイス、ジュネーブで開催されました。

開会式典

世界復興会議ラウンドテーブルで討議する東内閣府副大臣
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豪
雨
が
引
き
起
こ
し
た
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、大
型
ト
ラ
ッ

ク
10
台
が
１
０
０
ｍ
も
押
し
流
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

か
？２

０
１
０
年
７
月
14
日
、
日
本
海
か
ら
東
に
進
ん
だ
梅
雨
前

線
が
北
陸
か
ら
近
畿
、
九
州
に
至
る
広
い
範
囲
に
大
雨
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
可
児
市
で
は
15
日
夜
の
豪
雨
で
可
児
川

が
氾
濫
。
そ
の
勢
い
は
非
常
に
激
し
く
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
押

し
流
す
ほ
ど
で
し
た
。

昨
年
も
大
き
な
豪
雨
被
害
が
発
生

こ
の
大
雨
は
、
同
年
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
、

九
州
か
ら
本
州
東
北
地
方
に
わ
た
る
範
囲
に
停
滞
し
た
梅
雨
前

線
に
よ
る
も
の
で
、
局
地
的
に
１
時
間
に
80
㎜
を
超
え
る
猛
烈

な
雨
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
雨
の
た
め
、
延
べ
８
水

系
の
10
河
川
で
危
険
水
位
を
超
え
、
或
い
は
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
９
県
14
市
町
村
の
１
万
４
５
６
世
帯
に

避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
42
の
道
府
県
で
土
石
流
や
地
滑
り
を
含
む
５
７
６

件
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
21
人
、
負

傷
者
21
人
、
建
物
の
全
半
壊
1
1
6
棟
に
及
ぶ
大
き
な
被

害
を
各
地
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
10
万
５
８
０
０
戸
が
停
電
、

１
万
６
７
２
６
戸
が
断
水
す
る
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
ほ
か
、
各
地
の
鉄
道
や
道
路
で
運
転
中
止
・
通
行
止
め
な
ど

の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
地
で
農
林
水
産
業
に
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

こ
う
し
た
災
害
に
対
し
広
島
県
と
山
口
県
内
の
４
市
は
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
岐
阜
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
鹿
児
島

18

治山・治水などの防災対策や気象予測技術の発達など、水害を軽減するための様々
な対策が講じられてきました。それでも、日本は雨の多い国です。梅雨の時季

には、毎年、各地で集中豪雨によるさまざまな被害が発生しています。最近の豪雨被
害をもう一度思い起こし、自分で出来る対策、みんなで取り組める対策を考えてみま
しょう。

大雨に 
　備えよう！

自分で、みんなで取り組む豪雨対策を

特集

財
団
法
人　

消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー　

提
供
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県
内
の
６
市
町
は
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
、

情
報
連
絡
室
を
設
置
し
、
関
係
省
庁
は

情
報
収
集
と
共
有
を
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
農

地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
特
別

措
置
等
を
適
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
災
害
状
況
を
ふ
ま
え
、

甚
大
な
住
宅
被
害
が
広
域
的
に
散
在
し

て
い
る
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
を
改

正
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

適
用
要
件
を
拡
充
し
て
い
ま
す
（
９
月

３
日
公
布
）。

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
は
、
人
員
延
べ

１
０
８
８
名
、
車
両
延
べ
２
３
２
両
、

航
空
機
延
べ
４
機
に
及
び
ま
し
た
。

局
地
的
な
大
雨
の
発
生

近
年
、
世
界
的
に
水
害
が
多
発
し
て

い
る
よ
う
に
、
日
本
で
も
局
地
的
な
大

雨
の
発
生
頻
度
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
局
地
的
な
大
雨
な
ど
が
引
き
起
こ

す
水
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
の
対
策
が
重
要
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

力
で
豪
雨
災
害
に 

備
え
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
結
集
し

て
、
風
水
害
対
策
に
取
り

組
む
「
共
助
」
の
動
き
も

拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

力
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ

て
何
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？　

予
想

さ
れ
る
被
害
の
種
類
も
規

模
も
地
域
の
地
理
的
要
因

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
災
害
か
ら
み
ん
な
で

身
を
守
る
と
い
う
目
線
で

考
え
て
み
れ
ば
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
言
え
ま
す
。

・
地
域
で
、
水
位
等
の
監
視
、
雨
量
観
測
、

緊
急
時
の
情
報
収
集
・
伝
達
等
、
平

常
時
か
ら
水
害
の
警
戒
態
勢
を
取
る

・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
活
用
に

よ
っ
て
、
水
害
の
危
険
を
予
想
・
認

知
す
る
工
夫
と
努
力
を
行
う

・
自
主
避
難
の
判
断
、
状
況
に
併
せ
た
安

全
確
保
行
動
を
と
る

・
地
域
内
で
住
民
参
加
に
よ
る
水
防
活
動

を
行
う

・
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、
避
難
支
援
体

制
を
整
え
る

・
事
前
に
避
難
所
運
営
の
訓
練
を
し
て

お
く

・
消
防
団
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
の
連
携
を
図
る

皆
さ
ん
の
地
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な

準
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

都
市
は
豪
雨
に 

強
く
な
い

急
激
に
進
ん
だ
都
市
化
な
ど
に
よ
り

中
小
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
に
よ
る

犠
牲
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
梅
雨
期
に

か
ぎ
ら
ず
、
台
風
や
局
地
的
な
大
雨
が

発
生
す
れ
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ

れ
た
都
市
部
で
は
、
下
水
の
処
理
量
を

超
え
た
大
量
の
雨
水
が
地
下
街
や
低
い

地
域
に
流
れ
込
み
、
浸
水
を
引
き
起
こ

し
、
被
害
も
甚
大
な
も
の
に
な
り
や
す

い
の
で
す
。

都
市
部
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
特

有
の
災
害
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。
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レーダーがとらえた岐阜県上空の雨雲と降水量

岐阜県の可児川が氾濫し、トラック 10 台が 100m流される
（岐阜県可児市　提供）
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情
報
を
集
め
て 

身
を
守
る

誰
で
も
出
来
る
、身
近
な
「
自
助
」
は
、

大
雨
に
関
す
る
防
災
気
象
情
報
に
注
意

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
全
国
に
配
置
し
た
様
々

な
気
象
レ
ー
ダ
ー
や
衛
星
な
ど
を
活
用

し
て
24
時
間
体
制
で
気
象
状
況
の
観
測
・

監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
象
デ
ー
タ

は
、
気
象
庁
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
図

参
照
）
で
公
開
し
て
お
り
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
の
天
気
予
報
で
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
等
、
多
様
な
手
段
で
防
災
気
象

情
報
を
入
手
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。

日
頃
の
想
像
力
が 

身
を
守
る

大
雨
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
ま
ず
危
険
な
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、
そ

し
て
情
報
を
集
め
、
想
像
力

を
働
か
せ
る
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

例
え
ば
、
近
隣
に
河
川
が

あ
れ
ば
溢
れ
た
と
き
に
ど
う

逃
げ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
く
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
、
時
間
を

見
つ
け
て
自
分
の
目
で
現
地

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

災
害
時
に
適
切
な
判
断
を

行
う
に
は
、
事
前
の
情
報
収
集
と
「
い

ざ
と
い
う
と
き
」
の
想
像
力
を
身
に
つ

け
て
お
く
日
頃
の
備
え
が
必
要
な
の
で

す
。東

日
本
大
震
災
の 

二
次
災
害
を
防
ぐ

今
年
５
月
30
日
、
台
風
２
号
か
ら
変

わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
と
前
線
の
影
響
で
、

日
本
列
島
は
西
日
本
か
ら
東
北
地
方
の

広
い
範
囲
に
か
け
て
大
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
雨
に
よ
り
、岩
手
県
、宮
城
県
、

福
島
県
の
一
部
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
た

市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。

床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路
の
冠
水
、

土
砂
災
害
が
多
数
発
生
し
、
鉄
道
や
道

路
が
運
休
や
不
通
に
な
る
な
ど
、
交
通

機
関
に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
地

震
や
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
地
盤
の
緩

み
や
地
盤
沈
下
が
生
じ
た
ほ
か
、
各
地

で
堤
防
や
護
岸
の
損
壊
や
ひ
び
割
れ
も

数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。
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○気象庁ホームページ
　ホーム > 防災気象情報 > 土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報の一例

http://www.jma.go.jp/jp/dosha/

「土砂災害警戒情報」は、土砂災害の危険性が非常に
高まったとき、気象庁と都道府県が協力して発表す
る。

浸水した住宅街
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Q東
日
本
大
震
災
で
は
、
津

波
に
よ
り
東
北
地
方
の

太
平
洋
沿
岸
一
帯
に
広

域
な
被
害
が
で
た
こ
と
か
ら
、
今
も
な

お
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
た
く
さ
ん

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
被
災
者
が
生

活
自
立
に
歩
み
だ
し
、
復
興
に
至
る
ま
で
に
は
相

当
な
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
い
っ
と
き
の
流
行
り

の
よ
う
な
支
援
で
は
な
く
、
長
期
的
に
支
援
し
て
い
く

意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

せ
っ
か
く
の
善
意
が
被
災
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
送
る
側
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

被
災
地
で
迷
惑
に
な
る
の
は
、
使
い
古
し
の
汚
れ
た

も
の
を
送
る
こ
と
、
必
要
で
あ
っ
た
時
期
を
過
ぎ
た
物

資
が
余
剰
状
態
に
な
る
こ
と
、
様
々
な
品
目
が
一
つ
の

段
ボ
ー
ル
に
入
っ
て
い
て
、
被
災
地
で
仕
分
け
が
必
要

な
も
の
で
す
。

反
対
に
、
喜
ば
れ
る
送
り
方
は
、
個
人
で
直
接
被
災

地
に
送
る
の
で
は
な
く
、
今
被
災
者
が
必
要
と
し
て
い

る
物
資
を
把
握
し
、
具
体
的
な
品
名
で
募
集
を
し
て
い

る
団
体
に
送
る
こ
と
で
す
。
同
一
の
品
を
ま
と
め
て
送

る
こ
と
で
、
被
災
地
で
仕
分
け
る
負
担

を
な
く
し
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

い
ち
早
く
届
け
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
物

資
を
送
る
際
に
は
、

受
け
取
っ
た
人
が

嬉
し
い
と
思
え

る
、
質
の
良
い

も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

「
な
い
よ
り
は

ま
し
」
と
い
う

品
を
送
る
と
、
被

災
者
の
心
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
送
る
前
に
、
受

け
取
る
人
が
喜
ぶ
か
、
物
資
を

見
直
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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もし、一日前に戻れたら…

ボランティアとしてお宅を訪問しても、みなさん非常に
頑張っておられるというか、「どうですか」と声をかけても、
なかなか、「はい、どうぞ」と言ってもらえない。「自分でや
るからいい」とか、「日曜日まで待てば息子が来て手伝って
くれるから」とかね。私たちとすれば、もっと頼ってほしい
という気持ちでいっぱいでした。

最初はこういうボランティアがあること自体を知らない
方がほとんどでしたが、少しずつ口コミで広がっているなと
感じましたね。

ただ、すぐに声をかけてくれなかったあるお宅に行った
とき、部屋の畳の上にふとんが何枚も何枚も積み重ねられて
いたんです。畳がぬれているから、何枚ふとんを重ねても時

間がたつと下からだん
だんしみ上がって来る
んですよね。一番上に
はビニールシートが敷
かれていました。結局
その湿気で床が腐り、
片づけの途中で重さに
耐えきれず床が落ちて
しまうという悲惨な結果になりました。

見知らぬ人をおうちの中へ入れるということは私も嫌で
すが、もし私がそういう立場になったときは、勇気を出し
て「助けてください」という声を上げたいなと思っています。 

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

被災者に物資を送るには
どうしたらいいですか。

被災地の状況について
情報を得ながら、
そのときどきに求められる、
ニーズにあった物資を
送りましょう。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 18回

平成 20 年 8月末豪雨（平成 20 年 8月）

イラスト：井塚 剛

被災したら、私は「助けてください」と声を上げます （60 代 女性）
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「
な

で
し
こ
防
災
ネ
ッ
ト
」（
以
下
「
な
で
し

こ
」）
は
、
代
表
を
務
め
る
吉
田
ト
シ
子

さ
ん
ら
防
災
士
仲
間
の
女
性
数
名
で
、

２
０
０
５
年
に
活
動
を
開
始
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー

は
、
防
災
士
や
民
生
委
員
等
の
資
格
や
経
験
を
有
す
る

11
名
。
こ
れ
ま
で
防
災
講
演
会
や
、
楽
し
み
な
が
ら
防

災
体
験
が
で
き
る
「
サ
バ
イ
バ
ル
Ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
」

な
ど
を
開
催
し
て
き
た
。

地
の
利
を
生
か
し
た
防
災
対
策

「
な
で
し
こ
」
は
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

実
行
委
員
会
と
内
閣
府
が
主
催
す
る
「
防
災
教
育
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、「
も
し
も
の
時
の
災
害
時

協
力
井
戸
・
湧
水
М
Ａ
Ｐ
」
を
制
作
し
、
２
０
１
０
年

度
「
防
災
教
育
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。

災
害
時
に
は
、
飲
料
水
と
と
も
に
ト
イ
レ
や
洗
濯
な

ど
の
生
活
用
水
の
確
保
も
必
要
に
な
る
。
秦
野
市
で
は
、

以
前
、
災
害
時
に
自
宅
の
井
戸
や
湧
水
を
近
所
に
開
放

し
て
く
れ
る
災
害
時
協
力
井
戸
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た

が
、そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。こ

れ
を
受
け
て
「
な
で
し
こ
」
は
、
井
戸
や
湧
水
の

最
新
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
場
所
が
一
目
で
わ
か
る
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
豊
富
で
良
質
な
湧

水
に
恵
ま
れ
、
市
内
各
所
に
自
噴
す
る
井
戸
も
多
い
秦

野
市
の
特
性
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
だ
。

調
査
対
象
の
井
戸
や
湧
水
は
、
１
１
９
箇
所
と
か
な

り
の
数
だ
っ
た
が
、
市
の
防
災
課
が
、
調
査
協
力
依
頼

書
を
事
前
に
所
有
者
へ
送
付
。
ま
た
、
郵
便
局
О
Ｂ
が
、

点
在
す
る
調
査
地
を
効
率
よ
く
回
れ
る
ル
ー
ト
を
探
し

て
く
れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
。
さ
ら
に
、
市
を
通
じ
て
募
集
し
た
中
高
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
80
名
の
参
加
も
得
ら
れ
た
。

調
査
に
は
、「
な
で
し
こ
」
と
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
が
手
分
け
し
て
あ
た
っ
た
。
使
用
状
況
を
調
査
し
、

現
地
写
真
を
撮
影
。
ほ
と
ん
ど
の
井
戸
や
湧
水
が
個
人

宅
の
敷
地
に
あ
る
た
め
、
災
害
時
の
協
力
と
マ
ッ
プ
掲

載
の
許
可
を
求
め
て
一
軒
、
一
軒
を
訪
ね
て
回
る
と
、

合
計
１
０
８
箇
所
か
ら
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

女
性
の
視
点
と
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
防
災
対
策
普
及

神
奈
川
県
秦
野
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
な
で
し
こ
防
災
ネ
ッ
ト
」
は
、

様
々
な
年
代
、
分
野
の
人
た
ち
と
助
け
あ
い
な
が
ら
、
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第 7回

（左上）井戸や湧水の調査、（右上）市民、中高生も参加した水源地探検、 
（左下）川の水を使ったビニール袋炊飯講習会、（右下）河川のゴミ拾い





東日本大震災
復興支援の情報サイト

政府のホームページでは、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報を掲載しています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

義援金の受付手続きを案内しています。 
皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、 

被災者の方々へ届けられます。

受付期間
平成 23 年 4 月 5 日（火）から 9 月 30 日（金）まで

受付手続き
全国の銀行、信用金庫の本店又は支店、郵便局の指定
口座にお振込み下さい。口座名義はいずれの銀行も 

「東日本大震災義援金政府窓口」です。

http://www.cao.go.jp/gienkin/

生活支援ハンドブック、 

生活再建・事業再建ハンドブック

被災された方のための情報を集めた冊子が、ダウンロー
ドできます。この冊子は、岩手県、宮城県、福島県の
避難所や、3 県のコンビニエンスストアなどの店頭で

も順次配布される予定です。

「生活支援ハンドブック」
健康や生活再建に向けた大切な情報を解説

「生活再建・事業再建ハンドブック」
生活、事業の再建に向けた様々な政策を 

分かりやすく解説

http://www.kantei.go.jp/saigai/handbook/

復興アクション

「復興アクション」とは、風評に惑わされない、過度な自粛はやめる、節電を心がける
など、被災地のために、普段の暮らしの中で私達が出来る取り組みです。

様々な活動レポートや応援ツイートがご覧いただけるほか、復興アクションによる 
応援の輪を広げるためのバナーやロゴなどの応援ツールもダウンロードが可能です。

http://fukko.gov-online.go.jp/

内閣府防災情報のページ

被害状況や、中央防災会議における被害状況分析と 
対策検討状況、また、被災者支援制度や東日本大震災
財特法、激甚災害法、防災ボランティア等に関する 

情報を紹介しています。
関係府省庁および岩手県、宮城県、福島県の東日本 
大震災情報ページへのリンクも集められています。

http://www.bousai.go.jp/

東日本大震災への対応 

〜首相官邸災害対策ページ〜

「首相官邸災害対策ページ」では、東日本大震災に 
関する大切な最新の情報を随時掲載しています。また

「官邸災害情報ツイッター」では、官房長官の会見要旨
や、その日のトピックスなどを紹介しています。

http://www.kantei.go.jp/saigai/
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